
 

 

 

 

 

 

当 面 の 日 程 
 

２学期の終業日・・・・月曜組：１２月１７日  火曜組：１２月１１日 

水曜組：１２月１２日  木曜組：１２月１３日  金曜組：１２月１４日 

 

創立 45 周年記念 カラオケフェスティバル 

１２月２１日（金）  県民文化センターふくやま 

開場 9時  開演 9 時 30分  終演 16 時 

        来場者 大歓迎  入場整理券配布中（事務室にて） 
年末年始などの事務室閉鎖 

    １２月２８日（金）・・・・・・学生祭（10月28日〈日〉）の振替休暇 

    １２月２９日～１月３日・・・年末年始休暇 
 

３学期の始業日・・・・月曜組：１月 ７日  火曜組：１月 ８日 

水曜組：１月 ９日  木曜組：１月１０日  金曜組：１月１１日 
 

大成功の学生祭 皆さんの協力に感謝！！         学生会会長  若林 宏治 

 第４０回という節目を迎えた今年の学生祭。前日準備そして当日の二日間ともに素晴らしい秋晴れに恵

まれました。開会式には，行政・市老連・地元・元学長さらに剱持元学生会長のご臨席もいただきました。 

 各教科の発表はそれぞれに素晴らしく，また，各係の役割もしっかりと果たしてくださり，大きな混乱

なく進行できたように思いました。大勢の来場者を迎え，盛会裏に終えることができたことに感謝申し上

げます。 

バザーへのご協力に感謝！ 

学生祭のメインの一つであるバザーは，来客の皆様との対話を楽しみながら，大盛況のうちに終えること

ができました。たくさんの品物をご提供いただき，今年は例年以上の収益を上げることができました。厚く

お礼申し上げます。また，品物の補充や販売に携わってくださった担当の皆様，本当にご苦労さまでした。

ご協力に感謝いたします。 

なお，収益額は左の通りです。その使途は学生会本部役 

員会で協議し，老人大学及び学生会の発展に役立てさせて 

いただきます。（会長 若林宏治  副会長 日野孝子） 

 
学生祭反省会より －11 月 21 日 講堂－ 

 
学級委員長，発表クラブの部長，芸能発表会場担当と学生会役員などが集まり，学級等で出された意見を

もとに，展示・演技・茶席・芸能発表などのグループに分かれて，発表と運営の観点から討議した後，全体

会で報告し合いました。 

昨年までの反省を生かして，来客へのおもてなしの心を大切に有意義な発表機会となり，責任者を中心に

スムーズな運営ができました。今後は，全体会での意見をもとに，［できること・工夫を加えればできるこ

と・できないこと］に整理して改善していこうと考えています。            （副会長  橋本 博則） 
 
    

第４０回学生祭点描   2018 年１０月２７日・２８日 
 

 

 

初めて発表の３教科  ＜絵手紙＞ 
瀬尾千富先生のご指導で，絵が下手でも文章が苦手でも，「それなりでいいよね」

とマイペースながらめきめきと上達。 

学生祭には，絵手紙を駆使して折り帳で自分史を作って出展しました。展示会場

は，折り帳を手にした来観者がテーブルを囲んで大賑わいでした。 

「素敵。私も作りたい」という声があちらこちらから聞こえ，大好評でした。絵

手紙がもたらす素敵な世界観が届けられたかなぁと思った瞬間でした。 

気負うことなく，ただただ楽しく絵手紙を続けたいです。        （絵手紙 久木原 加代子） 
 
＜スマホ＞ 

 スマホ科は，「プレバト風俳句（川柳）ビデオ」を制作し，全作品を２日間放映。自分の似顔絵を組み入

れ，ナレーションも各自が担当して，俳句をテーマにした 15～30秒ほどの音声付きビデオ。 

思い思いのアイデアをどう具現化するかを鳥居先生に指導いただき，スマホの操作テクニックを駆使して

仕上げました。普通科は，スマホタブレットで作成したポストカードを展示しました。スマホの凄味を感じ

ました。                                 （スマホ 葉間田 博） 
 
＜ソフト歌謡＞ 

 ソフト歌謡をよく分からないまま，楽しみ半分・不安半分で受講。藤川先生は

話上手で笑顔が絶えず，親しみやすく，歌唱力は「すごい」の一言。 

 初めての学生祭参加。曲に合わせた振付もあり，「失敗しても笑顔を忘れない」

を合言葉に，練習を積み上げました。 

 本番では，みんなで楽しく歌い踊ることができ，大満足の出来栄えでした。 

 （ソフト歌謡 重田 尊史） 

バザー等の収益 
バザー ６２０,６７０円 
パン販売 １０,０００円 
業者手数料 １０６,６００円 

合  計 ７３７,２７０円 
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訃報 謹んでご冥福をお祈り申しあげます  ９月１３日 （研）水墨画    猪原美登利 ９１歳 南本庄 

１０月１４日 （普）民謡１組   谷本 正春 ７１歳 本 庄 

１０月１６日 （普）コーラス１組 生田ユキエ ７６歳 草 戸 

 



 

 

 

文化・スポーツの秋 クラブ活動活発に！ 
 

園芸クラブ(同好会) 総理大臣賞 

第６３回福山菊花展覧会 

総合花壇の部 

 

 

第 20 回卓球大会 10 月 20 日（土）  福山市体育館 

優 勝 
下岡 男守   原田 稔己 
井手之上照雄  影岡ひとみ 
横山由美子   小林 翠 

準優勝 

土屋 髙義   今井  計 

武田 直巳   髙橋ユキヱ 

三谷  眞澄   山本 照子 

３ 位 

瀬尾 忠行   太田 昌克 

三島 恭一   早坂 幸枝 

中村 妙子   柏原 富江 

 

第 21 回ペタンク大会 11 月 10 日（土）  老大グラウンド 

優 勝  岩瀬 博幸  三馬日出夫 

準優勝  三馬 徳子  木原アヤ子 

３ 位  大塚  均   松井安之助 

 

第 48 期囲碁・将棋大会 11 月 17 日（土）  老大教室 

◇囲碁の部 

 優 勝 準優勝 ３ 位 

Ａ 野田 恭造 （二段） 鎌倉喜代士 （初段） 前田  宏 （初段） 

Ｂ 村上 道明 （３級） 丸山 俊一 （２級） 大道 邦男 （２級） 

Ｃ 近藤 徹彦 （４級） 宇田 輝夫 （４級） 穴見 高吉 （６級） 

Ｄ 中田 勝政 （８級） 糸永 京子 （８級）  

◇将棋の部 

優 勝  秋波 沢司   準優勝  坂本 延義 

 

田辺与志魚 講師 「第一線川柳作家２００人」を出版 
老大の川柳科で２年間学んでから１０年が経ちました。この度，出版社の「第一線の川柳作家２００人」

という企画に参加・選出され，左の書籍を発行することとなりました。 

これは，日記代わりに書き溜めた5,000句の中から240句を抜き出したもの

です。まだまだ勉強途中ですが，一つの区切りをつけられたことを嬉しく思って

おります。 
 

   逃げのびて ラストシーンの中にいる（現在の私） 

   明日の顔 ちょっと練習して眠る  （明日への不安と意気込み） 

   刃こぼれの 一つが酒を飲みたがる （過去の失敗と後悔） 
 

 また，下の句は，ＮＨＫ放送「ひるまえ直送便 川柳コーナー（１０月）」において，特選句に選ばれまし

た。日常の一コマを，限られた文字数で切り取る川柳で表現する楽しさを感じ続けていたいです。 

道標に なるかもしれぬ 柿植える 

 
創立４５周年記念式・記念リサイタル 厳粛に！ 楽しく！ 

 
福山市老人大学 創立４５周年記念式 式辞 

 
先程は，永年勤続の講師４名に感謝状を，３０期以上在籍の老大生８名・２０期以上７７名の各代表に表

彰状を，額を添えて授与させていただきました。 

講師の先生方には，長年にわたる懇切丁寧なご指導に心から感謝申し上げます。そして，老大生の皆さん

の生涯学習への高い意欲に敬意を表します。 
 
１９７３年６月６日，老人大学は，社会福祉会館・現在の市民参画センターで開校式が行われました。当

時，福山市は，１９６５年の日本鋼管製鉄所誘致によって全国から大勢の若者を迎え入れ，産業都市として

飛躍的な発展を遂げていました。そうした最中の老大開校は，将来の高齢社会を見据えた特筆すべき先見の

明でありました。 
 
初年度は，社会福祉会館を借用して，教養・書道・園芸・手芸の四教科に３５１名の入学者。翌年度は，

俳句・茶道・詩吟を加え，研究科も新設。後半から現在地に移って専用校舎での学習となりました。 

初めの２年間は，半年を１期。３年目からは，１年を１期とし，学生数も１,０００名に増加。その後,華道・

日本画・民謡などの教科が順次，開設されてきました。そうして，１９８５年には学生数が２,０００名を超

えました。 
 
こうした創成期を経て，創立４５周年を迎えた今年度は，３２教科・９７クラスに２,６１２名，昨年度よ

り３０名多い学生が，複数受講を加えると延べ３,０８０名が集まっています。 
 
その老人大学が，本日ここに枝 市長のご出席，来賓として，早川市議会議長・小川市老連会長・各副会

長・池口元老大学長・枝広霞学区連合町内会長・渡辺霞公民館長のご臨席，大勢の老大生のご出席を賜って，

創立４５周年記念式が挙行できますことを大変ありがたく嬉しく存じます。 
 
３０年余り前，私の親父とお袋も，私の子ども達の世話をし，地域の役目も担いながら，老人大学に通っ

ていました。特に親父は学生会長を仰せつかって，現職の私より忙しい日もあるほどに通い詰めていました。

年老いた両親が，毎日のように出かけるところがあることを，息子として大変ありがたく思っておりました。 
 
そして，今，後輩の皆さんから，「実は家の親が世話になっています」とよく声をかけられます。そうし

た時，老人大学は，老大生を親に持つ現役世代にとっても大切なところなのだと確信する次第です。 
 
超高齢社会となった今日，健康長寿は，高齢者のみならず社会的・経済的に全国民的な関心事であります。

老人大学の実施要綱の始めに，「高齢者が健やかで，生きがいを持つための生涯学習の場とする」と明記さ

れています。老人大学での教育と教養を高める学習と活動が，健康長寿に果たす役割は，極めて大きいもの

であります。 
 
老人大学は，１９９６年（平成８年）に秋篠宮殿下・妃殿下のご視察をいただいております。また，一昨

年の２０１６年（平成２８年）には，ＢＳテレビ番組「空から日本を見てみよう」で全国放送された，福山

が全国に誇り得る高齢者のための大学として発展し続けています。 
 
「健康と安全が一番」を合言葉に，福山市民の健康長寿に一層大きく貢献する老人大学として，本日お集

りの皆さんが，５年後の創立５０周年を共に盛大にお祝いされますことをご祈念申し上げ，式辞といたしま

す。 

2018 年(平成30年)10 月2 日  福山市老人大学 学長  髙橋 和男 


